
リ
ヨ
1

1
リ
ン

加
山
山
屋
助
右
衛
門
、
元
徹
十
二
一年
吉
野
品
川
-ホ
が
命
ぜ

ら
れ
、
以
来
陥
人
光
出
納
し
た
が
、
安
氷
山
乱
年
=
一
HA

財
閥
せ
ら
れ
て
合
同
山
潜
行
の
策
的
と
な
白
、
九
年
十
且

よ
り
は
央
服
郡
行
の
栄
都
と
な
っ
た
。

リ
ヨ
ウ
シ
ユ
ウ

一
良
秀
』
ジ
ツ
ポ
ウ
リ

ヨ
ウ
Y

ユ
ウ
民
的
良
努
。

リ
ヨ
ウ
シ
ョ
ウ

一艮訟

J
ム
テ
イ
リ

ヨ
ウ

Y
ヨ

ウ
無
庇
良
制
。

リ
ヨ
ウ
ジ
ヨ
ウ

令
成

回
京
抑
制
山
見
長
宗
応
援
-

#
世
田
制
寺
八
代
の
佐
待
。
北
械
と
川
配
す
る
。
凶
采
院
宣

明
・山
間
知
院
巡
隔
に
m
M
T

び
て
民
司
に
出
み
、
天
保
十

五
年
八
月
什
七
日
J

ハ
イ

一
戯
れ
γ-
以
て
寂
。
法
名
物
祭

滅
。

は
ね
な
り
。
』
と
敬
へ
ら
れ
た
と
あ
る
。

リ
ヨ
ウ
h
F

ン

亮
泡

」
ゼ
Y
ゲ

Y
リ
ヨ
ウ
タ
Y

全
綜
売
制
。

リ
ヨ
ウ
チ

科
知

領
知
と
お
い
た
も
の
も
見
え

る
。
役
料
と
も
役
料
知
と
も
い
ふ
。
滞
の
士
で
城
内

宿
衛
り
外
、
定
と
し
て
仕
は
れ
る
も
の
L

受
け
る
服

務
保
で
、
そ
の
家
約
に
射
し
て
奥
へ
ら
れ
る
知
行
と

は
別
で
あ
る
。
料
知
に
訪
て
る
山
地
の
所
在
は
、
能

昌明
・組
中
で
選
定
せ
ら
れ
る
例
で
あ
っ
た
。
組
問
・番

顕
・間
番
な
ど
皆
百
石
乃
京
三
一向
布
の
料
知
を
受
け
、

射
手
・異
風
裁
泊
料
の
如
き
も
そ
の
総
額
で
あ
る
。

父
加
に
昭
郎
料
の
こ
と
を
、
料
知
と
も
料
と
も
い
ふ

こ
と
が
あ
っ
た
。

リ
ヨ
ウ
チ
ヤ
ヤ
マ
チ
イ
ツ
ケ
ン

雨
茶
屋
町
一

件

一
加
。
文
政
三
年
一
-
一
同
日官
抗
日
卯
反
茶
屋
間
と
石
坂

町
内
地
町
山開始
か
ら
、
天
保
二
年
八
且
イ
六
日
の
談

止
に
む
る
十
一一
今年
川
山
桜
防
法
制
史
で
あ
る
。

若

者
不
作
。

リ
ヨ
ウ
チ
ョ
ウ
ジ
レ
イ

雨
朝
時
令

三
容

o
m

文
の
頃
削
山
綱
紀
り
命
に
よ
っ
て
、
林
問
的
の
田
制
糾

し
た
も
り
。
和
民
同
切
に
於
け
る
明
川
町
厳
昨
の
儀
曲
目

に
拭
い
て
記
L
、
突
引
〈
延
貸
一
苅
〉
の
序
.か
あ
る
。

リ
ヨ
ウ
シ
ョ
ウ
イ
ン

一一良
将
院

前
川
秀
織
の
子

又
次
郎
利
努
の
法
悦
。
許
し
く
は
山
同
作
悦
治
毎日
比町
田

F
J
J

。
リ
ヨ
ウ
セ
イ
一
一良長

l
ウ
γ
ザ
ン
リ

ヨ
ウ
セ
イ

市民
山
良
川
凶。

リ
ヨ
ウ
セ
イ
ジ

了
誓
寺

珠
洲
市
折
戸
に
在
っ

て
、
呉
宗
東
一政
に
臨
す
る。

リ
ヨ
ウ
セ
ツ

雨
利

加
知
伎
の
治
犯
即
断
寺
を

い
ふ
。
資
制
等
と
天
徳
院
と
で
あ
る
。

リ
ヨ
ウ
ゼ
ン
ジ

霊
山
寺

臥
京
市
院
内

(
今
の

稲
認
〉
に
あ
っ
て
、
提
言
宗
に
闘
す
る。

山
続
は
不

動
山
。
能
田
有
名
跡
志
に
、
『
不
動
山
飯
山
苛
と
て
あ

り
。
民
言
宗
に
て
、
本
徳
一
然
附

-u州
附
記
円
は
在
日
の

作
也
O
』
と
見
え
、
寺
山
拙
木
這
楽
師
如
来
臨
保
体
制
一

米
凶
六
組
は
平
安
末
期
凶
作
と
総
め
ら
れ
る
。

リ
ヨ
ウ
ソ
ウ
了
宗

一
向
宗
の
附
。

川
上
白
羽
J

宗
と
い
ふ
か
ら
石
川
怖
の
入
で
あ
ら
う
。
強
如
上
人

御
一

代
凶
滋
に
、
了
宗
が
老
船
を
以
て山地
如
を
紛
う

た
時
、
『信
，
た
に
あ
れ
ば

辛
労
と
は
思
は
ぬ
な
り
。

信
の
う
へ
は
仰
陣
報
謝
と
存
じ
剥
働
ば
苔
努
と
は
岡
山

y 

リ
ヨ
ウ
チ
ン

一良
珍

玉
虫
良
珍
。

リ
ヨ
ウ
チ
ン
ポ
ウ

J
ケ

Y
カ
タ

J
ギ
ヨ
グ
ソ
ウ
リ
ヨ
ウ
チ

7
珍
坊

~ 。

夏
隣

リ
ヨ
ウ
ト
ウ

掛
川
昌
良
廊
。

リ
ヨ
ウ
ド
ウ
シ
ン
カ
ヲ

7
堂
疑
問白
山
制
宗
加

担
仰
陀
寺
の
併
。
和
泉
紡
附
の
人
。
俗
姓
平
氏
。

十

七内棋
の
川
川
町
北
し
て
東
山
永
久
寺
に
入
り
、
三山市
の

放
を
mu
ひ
、
後
北
陸
・京
椛
に
雄
政
し
、総
持
寺
の
餓

山
に
剥
L
、
叉
点
治
二
年
に
は
大
郡
宗
国
叫
に
参
L

J
ホ
ウ
ウ
ン
リ
ヨ
ウ
ト
ウ t'i 

リ
ヨ

y
ウ

て
、
臨
安
二
年
大
源
の
仰
陀
寺
を
嗣
い
だ

o
m永
六

年
七
且
一
一
日
七
十
銭
で
寂。

リ
ヨ
ウ
ネ
ン

ジ

了

念
寺

刑制
咋
制
巾
悩
に
在
っ

て
、
実
宗
束
涯
に
邸
寸
る
。

リ
ヨ
ウ
ノ
究
キ

鐙
ノ
郡

山

山

周一的
口
積
約
に

，O
2
 

近
い
、
阿
附
谷
の
上
杭
に
在
っ
て
、
際
協
幽
泡
京
る

こ
と
雌
〈
、
法
〈
之
を
望
め
ば
、
協
布
陪
を
な
し
、

高
さ
各
二

O
依
米
。
一
に
之
を
二
軍
制
と
い
ひ
、
今

は
紅
獅
と
呼
ん
で
ゐ
る
。

日
ヨ
ウ
ユ
ウ

一一良
雄

無
等
良
緒
。

ー
ム
}
ウ
り

ヨ
ウ
ユ
ウ

悠
装

加

賀
田
附
に
於
い
て
、
士
人
の

詰
侯
に
随
う
て
放
行
す
る
時
は
、
町
役
以
上
に
笠
つ

て
は
、
勿
批制
・紋
服
・開
制
込
袴
(
一
街
の

O
せ
ん〉
を
用

ひ
、
制
学
・叩
同町
・草
刷
判
を
省
け
た
。
そ
の
羽
織
は
、

夏
季
と
冬
寧
と
に
抑
ら
ず
浅
淡
色
蹴
地
の
山
中
交
に
五

つ
紋
所
を
按
き
、
仕
'X
方
は
脇
入
な
く
脊
削
で
あ
っ

た
。
町
役
に
あ
ら
ざ
る
不
士
以
下
足
畷
以
上
は
、
羽

織

捌
牢
・
巾
凶
・
草
枇
を
用
ひ
、
出U
衣
を
峨
折
り
て

短
く
し
、
幅
三
寸
許
の
白
布
の
背
に
泊
る
所
に
紋
を

描
い
た
脱
幣
で
、
世
沼
の
幣
の
上
に
、
幼
折
っ
た
務

付
を
緊
糾
寸
る。

こ
の
場
合
に
股
引
を
用
ふ
る
h

官
許

さ
れ
向
。
之
を
加
賀
の
赤
尻
と
も
赤
脚
と
も
い
う
て
、

浅
茨
色
幌
地
の
遊
中
羽
織
と
共
に
一

特
色
と
し
た。

但
し
年
士
で
も
列
外
に
在
る
者
は
、
蹄
込
袴
を
は
い

た
。
小
者
の
服
装
は
、
か
ん
ぽ
ん
と
桝
す
る
鮒
色
無

地
木
綿
の
務
付
を
短
〈
綿
折
り
、
術
と
燃
は町
制
色
と

白
色
と
の
手
捌
開
設
を
用
ひ
た
。

放
行
用
の
菅
笠
は
、

附
笠
と
嚇
す
る
一
文
字
形
の
も
の
で
、
組
は
紙
の
慨

世
捻
を
用
ひ
た
。
こ
れ
も
務
の

一
特
色
で
、
老
臣
以

下
器
開
じ
か
っ
た
。
雨
除
合
調
は
、
制
油
引
の
紙
に

て
製
L
、
向
貨
の
小
は
ぜ
を
附
け
た
。
小
者
の
合抑制

は
緒
色
で
あ
る
が
、
足
較
以
上
は
肖
色
と

L
、
来
附均

九

O 

の
気
梢
あ
る
告
白
は
特
例
と
す
る
が
、
万
の
柄
及
び
小

尻
を
沼
す
穴
を
明
け
ざ
る
を
特
色
と
す
る
。

こ
れ
は

笠
縦
を
叫
川
捻
に
し
た

m
mMに
同
じ
い
。
伎
と
合
羽

は
、
附
天
の
際
は
鍛
駒
山

・
合
羽
犯
に
納九一
、
小
結
に

之
を
約
は
せ
た
。
叙
上
は
挙
動
交
代
の
際
の
限
挺
で

あ
る
が
、
そ
の
他
の
刷制
作
で
は
、
総
侠
供
出
硝
の
士
的

紛
羽
織
を
若
し
、
誌
に
他
人
と
し
て
の
政
行
に
は
阿

よ
り
制
限
が
な
か
っ
た
。

机
し
旅
行
に

あ
ら
ざ
る

も
、川
狩
た
る
と
法
足
た
る
と
中
日
間
付
ず
、
士
分
以
上

の
者
父
は
そ
の
子
弟
の
郊
外
に
川
る
問
は
、
必
ず
脊

澗
羽
織
を
諮
問
し
、
附
折
っ
た
衣
の
上
に
腰
帯
や
-
締

め
る
を
裂
し
た
。
こ
の
必
合
の
円
Hm
m羽織
の
地
以
は

陥
穏
で
、
公
式
の
如
く抽出
H

山
色
日明
地
に
限
ら
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

リ
ン
エ
イ
ジ

臨
示
寺

田
叫
宗
東
一
献
に
臨
す
る
。

刑
制
咋
川
山
口川
に
在
っ
て
、

リ
ン
キ
ヨ
ウ
ジ

林
敬
寺

て
、
回
同
宗
斑
娠
に
臨
す
る
。

リ
ン
ケ
イ
シ
ュ
ン
ポ
ウ
林
憩
俊
瓜

金

m
w制

宗
詑
闘
寺
サ
征
代
の
H
M
持。

中
一
同
は
武
版
。
平
和
元

年
八
月
越
前
徳
隠
の
都
林
寺
よ

O
肱
山
L
、
文
化
五

年
六
且
陪
問
、
入
年
七
月一
一-4
・日
泌
化
し
た
。

リ
ン
サ
イ
ジ

林
西
寺

能
楽
部
午
前
門今
白
峰
〉

に
あ
っ
て
、
国
叫
宗
東
振
に
印刷
す
る
。
明
治
の
初
白
山

山
頂
か
ら
下
し
た
銅
像
の
省
干
は
、
今
治
寺
に
縦
し

て
目
的
る
。

肌ぃ
京
都
名
舟
に
在
つ

リ
ン
ザ
イ
シ
ユ
ウ
ジ
イ
ン

臨
漢
宗
寺
院

y
y
ユ
ウ
ジ
イ
y

制
宗
寺
院
。

リ
ン
シ
チ
ョ
ウ
ダ
イ
キ

結
旨
一羽
織

記

一

加。

白
山
寺
の
長
更
が
七
副
惣
長
距
の
総
出
回
を
受
け
た
次

第
を
怨
い
た
も
の
で
、
読
訟
の
遣
に
係
る
。

リ
ン
シ
ョ
ウ
イ
ン

隣
松
院

大
型
苛
潟
明
第
ご

代
前
悶
利
明
の
子
杢
之
助
の
法
観
。
訴
し
く
は
険
制
町
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